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atsushi
ノート
この節は特に歯切れが悪く，尻切れトンボのせいもあつて，何を言いたかったのか書いた当人にも最早判然としない．
多分，次のようなことを言いたかったのではなかったか：

日本の行政，あるいはそれが日本社会の反映であることを考えると，日本社会における各種活動が目的設定が曖昧であって，したがって，達成度の評価が難しく，多分，それは行政や各種活動自体がとにかく（「常識」や「習慣」の範囲で）何かやる，結果については想定以外のことが起きる可能性はもともと念頭にないという精神で運営されてきているからだろう．つまり，いちいち対象についての観察は行わず，大体こういうことのはずだという前提で万事が進行する．当初に対象の観察があるわけではないから，現象との乖離も，全く正反対の事態が出来し，あちこちに齟齬が生じて，新たな行政資源の投入が不可能になるということになって初めて認識せざるを得なくなるのである．教育に関しても例外ではない．
日本の官僚が優秀だというのは，日本の官僚が言っていることであって，官僚が優秀であるとはどういうことかの定義さえはっきりしないのだから，意味のない文言である．官僚が働いてきたかどうかはかれらの行政の結果である日本の現況から判断がされるべきであろう．
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